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 （開会） 

事 務 局： 皆様、本日はお忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

まちづくり課長の西と申します。よろしくお願いいたします。 

本年度第１回目の小平市都市計画審議会の開会に先立ちまして、

新たに任命された委員の方をご紹介させていただきます。 

新たに任命されました委員が２名、再任されました委員が３名い

らっしゃいますので、名簿順にご紹介させていただきます。紹介の

後、一言ご挨拶をお願いいたします。 

初めに竹内委員が任期満了に伴い、８月１３日付で再任されまし

たが、本日は欠席と連絡をいただいております。 

次に、国土交通大学校の伊藤校長が退任されまして、後任に小池

校長が就任されました。一言お願いいたします。 

委 員：  この８月に国土交通大学校長を拝命いたしました小池と申しま

す。よろしくお願い申し上げます。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

 次に、多摩建築指導事務所建築指導第二課長の吉野課長が転任さ

れまして、後任に川崎課長が着任されました。一言お願いいたしま

す。 

委 員：  多摩建築指導事務所建築指導第二課長、川崎でございます。４月

から吉野に替わって参りましたのでよろしくお願いいたします。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

 次に山川委員が任期満了に伴い、８月８日付で再任されました。

一言お願いいたします。 

委 員：  引き続きよろしくお願いします。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

 次に打木委員が任期満了に伴い、８月２３日付で再任されました。

一言お願いいたします。 

委 員：  打木です。よろしくお願いします。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

 それでは相互に挨拶を交わすということで、今、ご挨拶をいただ

いた以外の委員の方々から一言ずつご挨拶をお願いいたします。 

 高橋会長から順次よろしくお願いいたします。 

会 長：  会長の高橋三男です。よろしくお願いします。 

委 員：  小平警察署長の佐藤でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

委 員：  小平消防署長の大久保です。よろしくお願いします。 

委 員：  小平商工会の猪熊です。よろしくお願いします。 
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委 員：  市議会議員の斉藤一夫です。よろしくお願いします。 

委 員：  同じく市議会議員の斎藤貴亮です。よろしくお願いいたします。 

委 員：  同じく市議会議員の佐藤充です。よろしくお願いします。 

委 員：  市議会議員の立花隆一です。どうぞよろしくお願いいたします。 

委 員：  東京都北多摩北部建設事務所工事第一課長の中村と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

 続きまして、市職員の紹介をさせていただきます。 

 都市開発部長の山下でございます。 

事 務 局：  山下でございます。本年もよろしくお願いいたします。 

事 務 局：  それから出口の方でございますけれども、まちづくり課長補佐の

首藤でございます。 

事 務 局：  首藤です。よろしくお願いいたします。 

事 務 局：  それから事務局の職員が２名同席させていただいております。 

 最後になりますが、私は本年４月１日付でまちづくり課長を拝命

いたしました西でございます。 

 それでは、これ以降は高橋会長に議事進行をお願いいたします。 

 会長、よろしくお願いいたします。 

会 長：  それでは、早速ですが議事に入ります。 

 ただいまの出席委員数１３名、定足数に達しておりますので、こ

れより平成２２年度第１回目の小平市都市計画審議会を開会いたし

ます。 

 議事録署名人の指名を行います。名簿にありますように立花隆一

委員、中村正明委員を指名いたしますので、よろしくお願いを申し

上げます。 

 次に傍聴でございますが、今回傍聴のほうがゼロということです

ので、このまま進行をさせていただきます。 

 それでは審議に先立ちまして、小林市長よりご挨拶をいただきた

いと思います。 

 （市長挨拶） 

市 長：  皆さん、こんにちは。市長の小林でございます。 

本日は、大変お忙しいところ、本審議会にご参集いただきまして、

ありがとうございます。 

 また、平素から市政に関しまして、ご協力を賜り、重ねてお礼申

し上げます。 

本日ご審議いただきますのは「小平都市計画 生産緑地地区の変

更」の案件でございます。また、報告事項といたしまして、「小平都

市計画道路３・４・２３号 国立駅大和線の事業認可」のご報告を
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いたします。 

 都市計画をはじめ市政運営にあたりまして、委員の皆様方のご指

導、ご支援をいただきながら、平成２２年３月に改定された小平市

都市計画マスタープランの部門別計画である『小平市みどりの基本

計画２０１０』に基づき、緑を大切にし、いきいきとして充実した

生活が送れる活力あるまちづくりを目指して、鋭意努力を続けてま

いる所存でございます。 

 何卒、よろしくお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきま

す。 

会 長：  ありがとうございました。 

 ここで大変恐縮ですが、市長は所用がございますので退席をいた

します。ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 （市長退席） 

会 長：  それでは、これより審議に入ります。 

 生産緑地地区の変更にかかわるものでございますので、小平市都

市計画審議会条例第３条の規定に基づく臨時委員としまして、小平

市の農業経営に関する専門家として東京むさし農業協同組合小平支

店長の藤橋恒夫委員にご出席をいただきたいと思います。 

 ここで臨時委員の入室をお願いします。 

 （臨時委員入室） 

会 長：  それでは、早速ですが、入室されました臨時委員の藤橋委員に一

言ご挨拶をいただきたいと思います。 

委 員：  今、ご紹介いただきました小平支店の統括支店長を拝命していま

す藤橋です。よろしくお願いします。 

会 長：  それでは、２２諮問第１号、小平市都市計画生産緑地地区の変更

の提案説明を事務局よりお願いいたします。 

事 務 局： 大変恐縮ですが、座って説明をさせていただきます。 

それでは、初めに資料の確認をさせていただきます。事前に配布

いたしました書類につきましては、 

資料１、Ａ４判、「小平都市計画 生産緑地地区の変更（小平市決

定）（案）」、 

資料２、Ａ４判、「新旧対照表」、 

資料３、Ａ０判の１万分の１の地図で「小平都市計画 生産緑地地

区（小平市決定）」の総括図が１枚、 

資料４、Ａ３判を折った２，５００分の１の地図で、「小平都市計

画 生産緑地地区 計画図（小平市決定）」が１６枚、 

資料５、Ａ４判の追加指定箇所の写真を印刷したものが６枚、 

参考資料として、Ａ４判、「生産緑地の買取り制度について」とい
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うものが、１枚でございます。 

また、報告事項といたしまして、Ａ４判の「小平都市計画道路３・

４・２３号 国立駅大和線の事業認可について」という資料が、１

枚でございます。 

皆さま、よろしいでしょうか。 

それでは、提案説明の前に簡単に生産緑地の制度についてご説明

させていただきます。 

生産緑地は、都市計画法及び生産緑地法に基づき、三大都市圏の

特定市の市街化区域内農地において指定されております。生産緑地

法は、都市の緑とオープンスペースの確保による公害・災害等の防

止と生活環境の悪化防止、公共施設等の予定地の確保等を図るため、

昭和４９年に制定されました。 

その後、農地の宅地並み課税と平成３年の生産緑地法の改正に伴

い、農業を継続する意思のある方は生産緑地の指定を受け、市内の

ほとんどの生産緑地地区が改正後の新法に基づく平成４年の指定で

ございます。ちなみに、旧法による地区は、小平市には８地区だけ

となっています。 

生産緑地に指定されると開発行為等は制限され、原則として３０

年間営農を行うこととなっています。 

参考資料「生産緑地の買取り制度について」をご参照下さい。 

生産緑地の解除を行う場合、生産緑地の所有者は、都市計画の指

定の日から３０年を経過したとき、または農業の主たる従事者が死

亡したとき、もしくは農業従事不可能な故障を有するに至ったとき

に市に対し、時価による買取りの申出ができます。また、生産緑地

の行為制限解除については、買取り申出から３か月以内に市が買い

取らず、所有権が移転しなかった場合は、開発行為等の制限が解除

されます。市は買取り又はそのあっせんに努めるものとなっており

ますが、財政上の理由や所有者の土地利用の利活用の計画などから

買い取ることができないことが多いのが現状で、結果として、行為

制限が解除され、宅地への転換や集合住宅などが建築されておりま

す。 

なお、生産緑地に係る都市計画の変更は、諸手続きなどから便宜

上１年に１回行っている関係から、生産緑地の行為制限が解除され

てから時間が経っている地区がございます。今回お諮りする地区も

平成２１年１月から平成２１年１２月までに買取り申出の手続きが

行われた地区でございます。その関係から、既に開発行為等が行わ

れている箇所がございます。 

また、通常の買取り申出のほか、都市計画事業や開発行為に伴い、
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都や市の道路になるなど公共施設に転換される場合には、生産緑地

の解除が出来ることとされています。 

生産緑地の追加指定については、既に農業を営んでいることや面

積などを要件として、１年に１度、生産緑地の解除にかかる都市計

画決定に併せて募集を行っております。 

生産緑地は農業後継者が不足していることなどがございまして、

年々減尐しておりますが、良好な都市環境の形成のために、生産緑

地の確保は重要な課題の一つであると考えております。 

それでは、２２諮問第１号「小平都市計画 生産緑地地区の変更」

についてご説明させていただきます。 

件数が多くございますが、時間の関係もありまして、それぞれの

変更を行う理由ごとに代表箇所を説明し、後ほどご質問等がござい

ましたら、補足の説明をさせていただきたいと思います。 

それでは、資料４、Ａ３判を折った２，５００分の１の地図で「小

平都市計画 生産緑地地区計画図（小平市決定）」を使用し、ご説明

させていただきます。今回の都市計画変更の内容でございますが、

新たに生産緑地として追加指定をするものと、既に指定されており

ます生産緑地の一部を解除するものがございます。図の見方でござ

いますけれども、右上のところに図面番号、小平市「１６分の１」

というように書かれてございます。これが図面の番号になってござ

います。地図の中に太い字で数字が明記されております。これが小

平市の中で生産緑地の地区ごとにつけた地区番号でございます。凡

例でございますが、縦じまの線が入っている箇所が既存の生産緑地

でございます。黒で塗りつぶしてありますのが、今回解除に伴い削

除する箇所。横じまで緑色に塗ってございますのが、今回追加する

箇所でございます。 

この地図は、都市計画決定図書の書類として、平成１５年の地図

を使用しておりますので、情報の古い部分につきましては、ご容赦

いただけますようお願いいたします。 

それでは、始めに解除に伴う削除についてご説明いたします。 

削除に関しましては、図面の黒塗り部分ですが、地区の全部を削

除するものが５地区、一部を削除するものが１３地区ございます。

削除の１８地区は、買取り申出があったことによるものです。買取

り申出のうち、農業の主たる従事者の死亡によるものが１６件で１

６地区、故障によるものが１件で２地区ございました。 

まず、農業の主たる従事者の死亡を原因とした買取り申出によっ

て削除される、主な地区をご説明いたします。図面番号「１６分の

１」をご覧下さい。図面中央、地区番号９番、面積９２０㎡でござ
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います。これは、農業の主たる従事者の死亡を原因に買取り申出が

行われた、地区の全部削除でございます。 

次に、農業の主たる従事者の故障による買取り申出によって削除

される地区をご説明いたします。ページをめくっていただいて、図

面番号「１６分の４」をご覧下さい。この図面には、３地区の買取

り申出がありまして、そのうちの２地区、図面中央、地区番号７８

番、面積が５１０㎡、地区番号７９番、面積が１，２８０㎡が、農

業の主たる従事者の故障を原因に買取り申出が行われた、地区の全

部削除と一部削除でございます。 

なお、図面左側の地区番号６５番は、先程同様、農業の主たる従

事者の死亡を原因とした買取り申出によって削除される地区でござ

います。削除面積は、２，６５０㎡でございます。 

続いて、追加指定箇所をご説明いたします。 

なお、追加指定の箇所の説明につきましては、資料４とともに、

資料５の写真もご参照いただければと思います。 

それでは、資料４の図面をめくっていただいて、１２枚目、図面

番号「１６分の１２」、図面中央の横じまで緑色に塗ってございます

地区番号３８番、面積が４，６９０㎡でございます。資料５の追加

指定箇所の写真も併せてご覧ください。こちらは既存の生産緑地と

連坦するということで新たな指定でございます。 

なお、地区番号３８番の写真が２枚ありますのは、東西で所有者

が異なっているためで、１枚目の写真が西側の地区、２枚目の写真

が東側の地区でございます。 

続いて、図面を１枚めくっていただいて、図面番号「１６分の１

３」、図面中央横じまで緑色に塗ってございます、地区番号１０２番、

面積が２，５７０㎡でございます。写真も併せてご覧ください。こ

ちらも既存の生産緑地と連坦するということで新たな指定でござい

ます。 

続いて、図面を１枚めくっていただいて、図面番号「１６分の１

４」、図面中央横じまで緑色に塗ってございます、地区番号１８６番、

面積が７１０㎡でございます。こちらも既存の生産緑地と連坦する

ということで新たな指定でございます。 

続いて、図面を１枚めくっていただいて、図面番号「１６分の１

５」、図面中央横じまで緑色に塗ってございます、地区番号４６７番、

面積が４２０㎡でございます。こちらも既存の生産緑地と連坦する

ということで新たな指定でございます。 

続いて、図面を１枚めくっていただいて、図面番号「１６分の１

６」、図面中央横じまで緑色に塗ってございます、地区番号４６９番、
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面積が１，７４０㎡でございます。こちらは、既存の生産緑地とは

連坦していない、単独での新たな指定になります。 

以上が追加指定の案件でございます。 

次に、資料２「新旧対照表」の２ページ目をお開きください。下

段に記載している変更概要のやや上をご覧下さい。平成２１年１２

月に告示した生産緑地地区の面積約１９７万８，８８０㎡に対して、

削除と追加を合わせて、約１９６万３，４５０㎡、約１９６．３５

ｈａになるということでございます。 

地区数は、平成２１年１２月に告示しました、３９３地区に対し

て、変更後の地区数は３９４地区になります。地区数の変更につい

ては、農業の主たる従事者の死亡や故障による全部削除、追加指定

による地区の追加及び生産緑地地区の一部が削除されたことによ

る、地区の分割に伴う新地区の追加があるためでございます。 

地区の分割に伴う新地区の追加について、具体例を説明いたしま

すと、資料４、図面番号「１６分の１１」をご覧ください。 

図面中央に地区番号４７３番とあります。以前は全体が地区番号

４４６番でしたが、中央の生産緑地が削除され、それに伴い地区が

分断されました。そのことにより、二つの地区に分かれ、西側の地

区が地区番号４４６番として残り、東側に新たに地区番号４７３番

が追加になっております。 

以上が、２２諮問第１号「小平都市計画 生産緑地地区の変更」

に係る提案説明でございます。なお、本案につきましては、都市計

画法の規定により、平成２２年９月２１日付で東京都知事の同意を

いただき、１０月２１日から１１月４日まで２週間縦覧をいたしま

したが、特に意見はございませんでした。今後は、本都市計画審議

会の諮問を経て、都市計画決定していきたいと考えております。 

説明は以上でございます。 

会 長：  提案説明が終了いたしました。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

委 員：  ちょっとお聞きします。 

 もう既にお分かりの方はもうお分かりだと思いますが、この計画

決定を外す場合の理由ですね。生産緑地、それぞれご事情があると

思うので、基本的な考え方をお聞きしたいと思います。 

 それと新たな指定をする場合の、そういったご事情の基本的な考

え方を２つお聞きしたいと思います。 
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事 務 局：  身体的な機能といたしまして、例えば足腰が悪くなったとか、ま

た高齢化による精神的なものとか、農業ができるかどうかという事

情があります。それとあと、死亡による削除ということもあります。 

 以上でございます。 

事 務 局：  ただいまの課長の説明の詳細ですが、まず生産緑地を削除する場

合は死亡もしくは身体の故障ということでございます。これは故障

につきましては、必ず医師の診断書をつけて、もうこれ以上は農業

ができないということを私どもが確認をした上で、生産緑地の削除

の手続に入っているところでございます。 

 また、２点目の指定する場合の基本的な考え方ということでござ

いますが、現行の制度は平成４年から始まっている制度でございま

すが、やはり当時何らかの考え方があって生産緑地に指定していな

かったものが、その後の土地利用の、いわゆる方向性が定まると言

うんでしょうか、このまま農業を続けていくとか、そういうような

理由が定まったということで、今回こういう追加指定に至ったとい

うような理由が追加指定の基本的な考え方でございます。 

 以上です。 

委 員：  新たな質問なんですが、全体的に生産緑地イコール緑ということ

になりますね。これが失われていくということに結果的になってい

っくことになるんだと思うんです。その場合の代替と言うんですか。

生産緑地を外すということは、個々のご事情があるというふうに思

うんですが、それをどこかで補うという制度というのは、市の方と

してのお考えはないんでしょうか。 

 結局、新旧対照表を見てると、やっぱり外す方が多いんですよね。

ですから、これからますますそういうご事情が強まって、後継者が

いないとか、そういうことになってくるというふうに思うんですね。

その場合の代替を、どういうふうにしていこうとお考えなんでしょ

うか。１点だけお聞きします。 

事 務 局：  現在、今、生産緑地として指定されているところが大体２００ｈ

ａ程あるわけでございます。この全てを、同様の緑でもって取得す

るということは現在小平市としては不可能であるというふうに考え

てございます。 

 しかしながら、例えばの話で言えば、都市計画公園として既に位

置付けていられるような部分については、市としては必ず取得する

方向で考えてございます。 

 また、それ以外の現在雑種地になっている場所が緑地として保全

されるならば、その部分をかわりに緑として育てていくというよう

な方向性は緑の基本計画の中でも謳ってございますので、それに従
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って緑をできるだけ減尐を防ぐと、もしくは生垣化で緑を増やすと

いったようなことも考えている次第でございます。 

 できることは限られてございますけども、何とか減尐のスピード

は緩やかにしていきたいというふうに考えてございます。 

会 長：  よろしいですか。 

 他に質疑はございませんか。 

 （なしの声） 

会 長：  それでは質疑なしということで進めます。 

 ２２諮問第１号、小平市都市計画生産緑地地区の変更につきまし

て原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

 （異議なしの声） 

会 長：  異議なしと認め、決定といたします。 

 ここで生産緑地地区にかかわる審議が終わりましたので、臨時委

員の藤橋委員は退席をお願いいたします。大変ご苦労様でした。あ

りがとうございました。 

 （臨時委員退席） 

 （報告事項） 

会 長：  続いて報告事項に入ります。 

 小平都市計画道路３・４・２３号国立駅大和線の事業認可につい

て、報告を事務局よりお願いをいたします。 

事 務 局：  報告に際しまして、担当参事の同席をお願いしたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

 （異議なしの声） 

 （参事入室） 

事 務 局：  それでは、職員の紹介をいたします。 

 都市計画道路担当参事の鈴木でございます。 

事 務 局：  鈴木です。よろしくお願いします。 

事 務 局： それでは、小平都市計画道路３・４・２３号 国立駅大和線の事

業認可について、ご報告いたします。 

場所は、小平市小川町一丁目地内で、平成２２年９月６日付で東

京都告示第１１５９号により、事業認可を受けたところでございま

す。 

事業概要につきましては、施行者は小平市、道路幅員１６ｍ、延

長２４１ｍでございます。 

事業期間は、平成２２年９月６日から平成２８年３月３１日まで

でございます。 

また、事業区間は、小川町一丁目土地区画整理事業地の北側から

立川通りまでの部分でございます。 
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事業説明会につきましては、１０月２９日の金曜日、午後７時か

ら上宿公民館で開催し、地権者及び周辺住民の方、３０名が出席い

たしました。 

内容につきましては、整備計画、事業スケジュール、用地及び補

償等の説明をした後、質疑応答、個別相談を行いました。 

今後の予定ですが、平成２２年度に建物等の調査、不動産鑑定、

平成２３年度から２５年度まで用地買収、平成２６年度から２７年

度まで道路築造工事を行う予定でございます。 

なお、玉川上水から南側の区間につきましては、今年度から用地

交渉を進めているところでございます。 

報告は以上でございます。 

会 長：  報告は終わりました。 

 ただいまの小平都市計画道路３・４・２３号国立駅大和線の事業

認可について、質疑がありましたらどうぞ。 

委 員：  報告会でもちょっと問題になったんですけど、この３・４・２３

号線の、この地図ではよく分からないと思うんですが、実際はちょ

っと緩やかにカーブをしている訳です。この角地にお住まいの方が

結局１０ｍセットバックになる訳ですが、ちょうど入り口にかかっ

て、１ｍ位かかっていて、１０ｍじゃなくて実際は１１ｍだったと

いうことで、ここがカーブになってるんですよね。私もちょっと見

たんです。実際カーブになってるんですよ、ここ真っすぐみたいに

見えるんですけど、実際カーブを描いていて。そうすると東側から

西側のところに触れるところに、１０ｍだったところが入り口がち

ょうどそこにかかってしまうというお話があったんですが、詳細は

構わないんですが、基本的な考え方をちょっとお聞きしたいのが１

点です。 

 それと生産緑地の２，５００分の１の図面の１枚目で、南側の区

間になっちゃいますが、上水新町のところに生産緑地があるんです。

この角のところは、どんなふうになるんでしょうか。角というのは、

ポケットパーク的なところになるんですが、これはどんなふうに考

えているのか、それをちょっとお聞きします。この２点をお聞きし

ます。 

事 務 局：  最初のご質問でございますが、小平の都市計画道路は昭和３７年

に都市計画決定されております。その際に計画線を引かれている訳

でございまして、その形を現地に測量をして境界を確定する訳です

が、ここは今委員のご説明のとおり、現行の十二小通りがくの字に

大きく曲がっております。それに対しまして小平３・４・２３号線

は緩やかなカーブになっているような形で線を引かれています。そ
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ういうことから一番幅の広い場所については、現道を含めますと１

７ｍ程の道路になる訳でありますが、そこに住んでいらっしゃる方

のところの入り口が変わるという説明だと思います。そういうこと

で計画線に基づきまして、現地に境界線を測量に基づいて落とした

結果、そういう現象が起きたということで説明会のときにもご説明

をして、ご理解をいただいているところでございます。 

 ２点目はちょっとよく分からなかったんですが、残地の取り扱い

のことですか。 

委 員：  生産緑地のところにある公社所有地は、どんな利活用をお考えか

どうかです 

事 務 局：  玉川上水の南側、こちらにつきましては昨年１０月に事業認可を

とっております。現在事業中でございますが、玉川上水のすぐ南側、

公社が所有しておりますどんぐり広場がございますが、そこの東側

が台形の形で残地が残るような形になりますから、ここは、どんぐ

り広場の隣に土地を所有している方との用地交渉の中で残地を売却

するのか、またここは玉川上水に近い場所でございますので、市の

緑地帯として残すのか、その辺の検討を現在しているところでござ

います。 

 以上です。 

委 員：  分かりました。 

委 員：  恐れ入ります。今度の計画の地域なんですが、いわゆる民地と十

二小学校の校有地というふうになると思うんですが、民地の場合は

買収という形でなろうかと思うんですが、十二小の敷地なんですが、

かなりの部分が削られるのかなというふうに思っております。この

十二小の場合はあれは何法ということになるんでしょうか。学校教

育法になるんでしょうか、条例になるんでしょうか。一定の敷地面

積が確保されなければならないというふうになってるんですが、そ

れとの関係でどうなのか。代替地みたいな方法を考えているのか、

ちょっとそこら辺を伺います。 

 

事 務 局：  十二小の敷地の取り扱いですが、十二小の敷地の東側が約幅１０

ｍに渡って道路用地になります。その結果、道路部分になった分、

十二小の敷地が減る訳でございますが、学校の基準に照らして基準

を満たさなくなるということは教育委員会から聞いておりません。

また、代替地の確保につきましても、教育委員会の今後の課題だと

とらえております。 

 以上です。 

委 員：  あとは、民地は買収ということでよろしいですね。 

事 務 局：  はい、そうですね。 
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委 員：  ありがとうございました。 

会 長：  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

 （なしの声） 

会 長：  それでは小平都市計画道路３・４・２３号国立駅大和線の事業認

可について質疑を終了いたします。 

 これをもちまして本年第１回目の都市計画審議会を終了いたしま

す。大変ご苦労様でした。ありがとうございました。 

 （閉会） 

 


